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自己紹介

1995年 千葉大学大学院工学研究科建築学専攻修士課程卒業。
1996年 都市計画コンサルティング業界や不動産業界を経験する他、
〜2019年 自らIT企業創業を経験する。
2020年 株式会社長大に入社し、量子技術による新規事業企画担当。
2021年 「Quantum City Project」を開始。
2021年 東北大学主催QA4U量子セミナーにて「京セラ賞」受賞。
2022年 IEEE標準化動向調査委員会委員に就任。
2022年 株式会社長大クオンタム推進部部長就任。
2022年 人・夢・技術グループ株式会社クオンタム推進部部長就任。
2022年 東北大学大学院情報科学研究科特任准教授（客員）就任。
2022年 一般社団法人量子技術による新産業創出協議会(Q-STAR)

クオンタムシティ推進部会長就任。
2023年 産業技術総合研究所（経産省所管）より「量子・AIハイブリッド技術のサイバー・フィジ

カル開発事業」等の複数の国家プロジェクト採択し、研究員として就任。
2023年 一般社団法人日本量子コンピューティング協会代表理事就任。
2024年 一般社団法人日本生成AI協会代表理事就任。

高野秀隆

一級建築士、東北大学大学院情報科学研究科特任准教授（客員）

【略歴】

【保有資格】

【個人活動内容】
株式会社長大クオンタム推進部や人・夢・技術グループ株式会社クオンタム推進部にて社会インフラ整備における量

子技術適用余地を探索するとともに、社外においては経産省METIJounal対談や「量子セキュリティ合同シンポジウム
2022」等の講演活動及び執筆活動等を通じ、社会インフラ整備分野における量子技術の普及活動を積極的に展開
中。

【論文・執筆活動内容】
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2．量子コンピュータの活用事例
〜株式会社長大における取組み〜
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未来のまちづくりへの量子技術活用ビジョン

【クオンタムシティ構想】
エネルギー・交通等の個別分野最適化のみならず、分野横断的に最適化処理を行い、「まちレベル」で全体最適化を目指すもの。加えて、3Dプラトー等のサイバー空間によ

るプレゼンテーション環境構築等を含むソリューション連携基盤も整え、最適解について住民と行政が話し合い、双方が納得感をもてるような全体最適化されたより良い未
来のまちづくりの実現を目指す。

量子技術を活用した未来のよい良いまちづくりの実現のため、クオンタムシティ事業の実現を目指す
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未来のまちづくりへの量子技術活用ビジョン（※12頁参照）
電力

余剰電力は
自治体外へ

売電

自治体X管理センター

バイオマス発電所
（地域電力会社設立）

太陽光発電所
（地域電力会社設立）

太陽光発電所
（地域電力会社設立）

EV充電スタンド

EV充電スタンド
EV充電スタンド商店

公共施設
商店

公共施設

公共施設

風力発電所
（地域電力会社設立）

商店

商店

EV充電スタンド

都市データ 自治体
管理システム

量子
コンピューター

公共施設

自治体外電源
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未来のまちづくりへの量子技術活用ビジョン（※13-15頁参照）

電力×交通・物流

自治体外電源

余剰電力は
自治体外へ

売電

自治体X管理センター

バイオマス発電所
（地域電力会社設立）

太陽光発電所
（地域電力会社設立）

太陽光発電所
（地域電力会社設立）

EV充電スタンド

EV充電スタンド
EV充電スタンド商店

公共施設
商店

公共施設

公共施設

風力発電所
（地域電力会社設立）

商店

商店

EV充電スタンド

配送車

配送車

配送
ドローン

配送
ドローン

配送
ドローン

配送
ドローン

配送車

配送車

都市データ 自治体
管理システム

量子
コンピューター

公共施設
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未来のまちづくりへの量子技術活用ビジョン（※16頁参照）
電力×交通・物流×観光・農業等

自治体外電源

余剰電力は
自治体外へ

売電

自治体X管理センター

バイオマス発電所
（地域電力会社設立）

太陽光発電所
（地域電力会社設立）

太陽光発電所
（地域電力会社設立）

EV充電スタンド

EV充電スタンド
EV充電スタンド商店

公共施設
商店

公共施設

公共施設

産業装置基地

風力発電所
（地域電力会社設立）

観光施設

商店

商店

EV充電スタンド

配送車

配送車

配送
ドローン

配送
ドローン

配送
ドローン

配送
ドローン

配送車

配送車

都市データ 自治体
管理システム

量子
コンピューター

公共施設
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未来のまちづくりへの量子技術活用ビジョン（※17頁参照）
電力×交通・物流×観光・農業等×日常生活

自治体外電源

余剰電力は
自治体外へ

売電

自治体X管理センター

バイオマス発電所
（地域電力会社設立）

太陽光発電所
（地域電力会社設立）

太陽光発電所
（地域電力会社設立）

EV充電スタンド

EV充電スタンド
EV充電スタンド商店

公共施設
商店

公共施設

公共施設

産業装置基地

風力発電所
（地域電力会社設立）

観光施設

商店

商店

EV充電スタンド

配送車

配送車

配送
ドローン

配送
ドローン

配送
ドローン

配送
ドローン

配送車

配送車

地域
センター

自治体
アプリ

自治体
アプリ

自治体
アプリ

自治体
アプリ

自治体
アプリ

自治体
アプリ

都市データ 自治体
管理システム

量子
コンピューター

公共施設



Copyright ©2024- Japan Quantum Computing Association All Rights Reserved. 7

未来のまちづくりへの量子技術活用ビジョン （※18-20頁参照）
電力×交通・物流×観光・農業等×日常生活×その他の領域や技術

自治体外電源

余剰電力は
自治体外へ

売電

自治体X管理センター

バイオマス発電所
（地域電力会社設立）

太陽光発電所
（地域電力会社設立）

太陽光発電所
（地域電力会社設立）

EV充電スタンド

EV充電スタンド
EV充電スタンド商店

公共施設
商店

公共施設

公共施設

産業装置基地

風力発電所
（地域電力会社設立）

観光施設

商店

商店

EV充電スタンド

配送車

配送車

配送
ドローン

配送
ドローン

配送
ドローン

配送
ドローン

配送車

配送車

地域
センター

自治体
アプリ

自治体
アプリ

自治体
アプリ

自治体
アプリ

自治体
アプリ

自治体
アプリ

都市データ 自治体
管理システム

量子
コンピューター

公共施設

AI

ロボット

仮想通貨

メタバース

拡張現実

発電

・・・

災害予測

災害対策

医療
・創薬
生活

サービス

金融

材料開発

・・・
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未来のまちづくりへの量子技術活用ビジョン（※21頁参照）
電力×交通・物流×観光・農業等×日常生活×その他の領域や技術×データセンター

自治体外電源

余剰電力は
自治体外へ

売電

自治体X管理センター

バイオマス発電所
（地域電力会社設立）

太陽光発電所
（地域電力会社設立）

太陽光発電所
（地域電力会社設立）

EV充電スタンド

EV充電スタンド
EV充電スタンド商店

公共施設
商店

公共施設

公共施設

産業装置基地

風力発電所
（地域電力会社設立）

観光施設

商店

商店

EV充電スタンド

配送車

配送車

配送
ドローン

配送
ドローン

配送
ドローン

配送
ドローン

配送車

配送車

地域
センター

自治体
アプリ

自治体
アプリ

自治体
アプリ

自治体
アプリ

自治体
アプリ

自治体
アプリ

都市データ 自治体
管理システム

量子
コンピューター

公共施設

AI

ロボット

仮想通貨

メタバース

拡張現実

発電

・・・

災害予測

災害対策

医療
・創薬
生活

サービス

金融

材料開発

・・・

データ
センター

データ
センター

データ
センター

データ
センター

データ
センター
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Q-STAR
クオンタムシティ推進部会
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未来のまちづくりへの量子技術活用ビジョン

研究機関、省庁、自治体、企業
、海外団体

クオンタム推進部

【クオンタムシティ構想】 【クオンタムシティ推進体制】
エネルギー・交通等の個別分野最適化のみならず、分野横断的に最適化処理を行い、「まちレベル」で全体最適化を目指すもの。

加えて、3Dプラトー等のサイバー空間によるプレゼンテーション環境構築等を含むソリューション連携基盤も整え、最適解につい
て住民と行政が話し合い、双方が納得感をもてるような全体最適化されたより良い未来のまちづくりの実現を目指す。

量子技術を活用した未来のよい良いまちづくりの実現のため、クオンタムシティ事業の実現を目指す

日本量子コンピューティング
協会

日本生成AI協会

日本データセンター協会

日本デジタル空間経済連盟
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地域課題解決のためのDX推進に関する包括連携協定（株式会社長大と埼玉県行田市）

行田市と締結した連携協定に基づき、地域社会へのデジタル実
装による課題解決など、以下の5項目について、同市のより良い
未来につながる取り組みを進めてまいります。

（１）地域社会へのデジタル実装による課題解決
（２）AI、量子コンピュータなど先端的IT教育の促進
（３）空飛ぶクルマなど次世代モビリティの導入
（４）データセンターの整備・活用
（５）自治体業務の効率化による行政サービスの向上

■第一弾プロジェクト︓生成AI体験講座開催
埼玉新聞記事（2024/8/16）

■調印式（2024年7月11日）
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人材育成事業

データセンター事業研究・開発事業
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クオンタムシティ構想実現に向けた取り組み状況

【電力分野】

他の自治体へ売電

発電量予測・マネジメントシステム

【交通分野】
報酬発生型ルート案内システム

【観光分野】
観光案内アプリ

【空調管理システム】

【動画配信サービス】

一般社団法人日本量子コンピューティング協会設立

【量子・AIマイクロデータセンター】

※その他、再エネ、物流、農業等の多様な分
野への展開とともに各ﾕｰｽｹｰｽについて横展開を
目指す。

量子コンピュータを活用した最適配電網作成に関する特許
取得

SIP量子技術課題 「１．量子コンピューティング」採択
テーマ

飛騨高山地域の地元企業と実証実験中

エッジコンピューティングを支える地方分散型データセン
ター

AI・量子コンピュータで自動制御された新たな空調管理シ
ステム構築

量子・AIハイブリッド技術のサイバー・フィジカル開発事
業「ライブラリ開発」と連携

※データセンター事業に取組むとともに、関連
技術を活用した新規事業創出も目指す。

●教育活動
・量子アニーリング講座、量子ゲート講座運営
・量子スクール運営
・職業訓練校・教育機関におけるセミナー対応
・企業研修

●イベント開催
・量子・AIハッカソン開催

●資格検定
●人材紹介

※日本生成AI協会と連携し、教育活動の充実を目指す。

︓着手 ︓未着手

量子技術等の先端技術実証実験フィールド開拓
（地方自治体等との連携強化）
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電力分野︓配電網マネジメントの事業化に向けた研究

• 過去データから翌日の太陽光・風力の発電量および、自治体内での消費電力を予想。
• 配電網内の公共・住宅・商業施設に設置される大規模バッテリーの現在充電量をモニタリング。充電量の多いバッテリを備え

た需要家は、そこから電力供給できるため翌日の需要を低く見積もる(地産地消)。
• １日２回(朝、夕)に以下を踏まえた開閉器の最適解(最適な電流の向き)を計算し、それに基づき配電網内の開閉器を

制御する。
• なるべく再生可能エネルギーや夜間電力の利用を増やす。送電線容量を50パーセントより多く使い、 配電網内の

バッテリーに充電するようにする。
• 充電量に余裕のあるバッテリーからは他の需要家へ電力供給する。
• 電力価格に基づき、全体としてかかる費用が最安になるよう計算する。利用者と配電事業者双方に経済的利点が

生まれるようにする。
• 停電発生時は、故障個所の診断および復旧を速やかに実施。
• 家庭用バッテリーの導入およびモニタリングに対して、地域配電網への貢献に応じて報酬を支払う。

【概要】

再生可能エネルギーの発電量が多
い日:
太陽光や風力が中心となり電力供
給、余裕があれば
他自治体への売電も行う

再生可能エネルギーの発電量が少
ない日︓
火力発電や大容量バッテリが中心と
なり電力供給。また翌日以降の天
気に合わせて、安い夜間電力を利
用したバッテリの充電も行う。

他の自治体へ売電

再生可能エネルギー発電を有する中小規模配電網をイメージしたユースケース
将来、新電力会社設立も視野に研究中。

2020年9月 将来の効率的な電力マネジメントに向けて、電力の配電に伴う電力ロスを最小化する配電網の作成方法に関する特許を
取得
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最適化処理によりCO2排出量削減に寄与するルートを各
車両にリアルタイムに案内する。また、最適解ルートを選択し
てくれた車両にはエコポイントを発行する。その他、SNSデータ
連携による大人気スポットの紹介やドライバーに広告配信した
い飲食店等と提携し、高度な情報案内を実現する。

【運用イメージ】

13

交通・物流︓報酬発生型ルート案内システム①

【課題設定】 【予算0制限、無制限の結果】

【予算0円~27000円（無制限）で段階的に最適化した結果】

Q-STARにおいて量子コンピュータによる最適化技術を活用したユースケースを創出し、実証実験

2023年9月 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第3期︓「先進的量子技術基盤の社会課題への応用促進」
SIP量子技術課題 「１．量子コンピューティング」採択テーマ
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交通・物流︓報酬発生型ルート案内システム②
Q地元企業の観光業活動や商業活動の活性化にも貢献したい
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交通・物流︓相乗りタクシー配車（自由乗降）
自由に乗降できるタクシーに複数の乗客要求を最適にマッチングして配車
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観光︓ルート案内と広告の最適化 – 飛騨/高山 PoC

高山プロジェクト
 課題
高山は著名な観光スポットに進化していますが、特定の都市部には毎日2万人以上の

観光客が訪れます。この急増は、オーバーツーリズムの課題をもたらし、観光客と地域社会
の間に摩擦を生み出しています。

飛騨プロジェクト

• 観光名所は主に旧市街の近くに集
まっています。

• 特に食品やお土産の分野での経済
的利益のほとんどは、旧市街内の
少数に限られています。

• 毎日最大20,000人の訪問者を
収容する狭い通りは、安全上の懸
念があります。

 課題
新しくできた街ですが、飛騨の魅力が十分に発揮されたわけではありません。隣の高山市と

比較すると、飛騨はもっと活気を植え付けるという課題に直面しています。

 解決策
オーバーツーリズムに対処するために、
高度なアルゴリズムを使用した最適化
手法を実装しています。

 解決策
外国人観光客のエンゲージメントを高めるた
め、量子機械学習を活用します。広告や記
事のインパクトを、文章による説明や画像を
組み合わせて、飛騨市の魅力を浮き彫りに
する効果を測ります。

2023年10月に地域の企業や住民と協力してデータを収集し、アプリ開発や広告キャンペーンを
実施済
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観光︓量子・AI技術を活用した高山観光システム全体像
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観光︓量子・AI技術を活用した高山観光システム全体像
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観光︓量子・AI技術を活用した高山観光システム全体像
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観光︓量子・AI技術を活用した高山観光システム全体像

《ご当地GPT》

住民

出発地

目的地

おすすめの観光ルートだボボ
http://..

こんな観光地もあるボボ
http://..

おすすめの地酒だボボ
http://..

高山観光情報教えて

住民 住民

《観光ルート案内アプリ》 《観光地案内アプリ》

自動運転バス、空飛ぶクルマ情報案内で飛騨・白川郷等の周辺観光地へ
案内

《量子・AIマイクロデータセンター》

「量子コンピュータの最適化アルゴリズム」を活用した観光ルート案内アプリ

「生成AI技術」を活用
したご当地Chatbot

余談︓ちなみに、ウィスキーとか日本酒開発に量子コンピュータ使え
ないかとかの相談もありました︕クオンタムウィスキーとかふるさと納
税の目玉商品にできたらいいなというお話しがありました。

http://..
http://..
http://..
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AI・量子計算サーバ用マイクロデータセンター

デジタル社会の進展に合わせ、社会インフラ整備事業者として、長大は、AI
開発や量子計算に利用するGPUサーバを小スペースで設置運用可能なマイク
ロデータセンターの実証実験を2023年8月に開始。
｜環境問題に貢献するデータセンターを目指す
デジタル社会の進化によるITインフラ需要増加に寄与すると共に、データセン

ターの電力消費量の問題に対応するため省エネ技術の開発・実証も実施し、
Co2排出量削減に貢献するデータセンターの実現を目指す。
｜地域課題解決と連携したデータセンターの推進を目指す
ITインフラの地方分散のニーズに対応すべく、遊休地活用など地域課題の解

決と合わせて地方自治体などへの導入・展開の推進を目指す。
｜実証実験の特徴
〇AI開発、量子アニーリング、cuQuantum（量子回路シミュレーション）を行える実用的な機能を搭載。
〇IoT活用によるデータ収集、空調機器のセンサー制御の実現。
〇AIや量子計算による空調自動最適化制御を実現し、データセンター使用電力の省エネ化を実現する独自プラットフォームを
構築。
〇警備会社24時間監視の他、PC・スマホによる遠隔監視や顔認証による入退出システム導入によるセキュリティ強化。



Confidential

３．人材育成
〜日本量子コンピューティング協会における取組み〜
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事業概要

22

■量子人材育成拠点イメージ ■認定証イメージ

量子コンピューティングは、これからのデジタル社会における重要な技術であり、当協会はその普及と発展に全力を尽くす。具体的には、量子
技術を実装することができるエンジニアと量子技術の事業活用を担えるジェネラルリストの育成と資格認定に重点を置く団体として活動し、
資格認定された一定水準の担保された量子人材と産官学界との仲介役も積極的に担い、量子技術の社会普及に貢献する。
なお、現在、既に資格検定受験対策用講座の開講や量子アニーリングと量子ゲートにおける資格検定のパイロット運用を終え、数名の検

定合格者に認定と認定証の配布を完了している。
また、現在、国内外の多くの団体から問い合わせを受けており、今後、さらに協会会員の募集を進め、体制強化を図る予定である。

■オープンバッチイメージ

Japan
Quantum
Computing
Association
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会員区分

当協会の会員区分は以下のとおり。

内容年会費会員種別

当協会の趣旨に賛同し、量子人材の育成等に協力をいただくとともに、当協会の運営にも積極的に関与い
ただける法人。また以下の特典を有する。
・当協会で新しく部会を立ち上げることが可能。
・当協会の部会活動に参加可能。
・当協会推奨の量子人材育成のための教材等を活用し、量子スクールを開催する権利。

2,000,000円特別会員本会員

当協会の趣旨に賛同し、量子人材の育成等に協力をいただくとともに、当協会の運営にも積極的に関与い
ただける法人。また、以下の特典を有する。
・当協会の部会活動に参加可能。
・当協会推奨の量子人材育成のための教材等を活用し、量子スクールを開催する権利。

500,000円法人会員

当協会の趣旨に賛同し、量子人材の育成活動等に協力いただける法人。また、以下の特典を有する。
・当協会推奨の量子人材育成のための教材等を活用し、量子スクールを開催する権利。

300,000円一般会員（A）

当協会の趣旨に賛同し、量子人材の育成活動等に協力いただける法人。50,000円一般会員（B）

当協会の趣旨に賛同し、量子人材の育成活動等に協力いただける個人。10,000円一般会員（C）

当協会の趣旨に賛同し、量子人材の育成活動等に関し、ご助言、ご協力をいただける国機関、地方公共
団体、大学等教育・研究機関、またはそれらに所属する有識者。

無料賛助会員

当協会が提供するメールマガジン等のサービスを受けることができる法人・個人。無料準会員

23
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運営体制

当協会の運営体制は以下の通りである。

代表理事

事務局

量子スクール
サービス部会

量子メディア
サービス部会

量子人材紹介
サービス部会

量子研究・開発
部会

量子コミュニティ
運営部会

量子部材連携
部会

量子・AIソリュ
ーション部会

理事会

運営委員会

24
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量子エンジニアオンライン講座について

量子エンジニア（アニーリング式）講座と量子エンジニア（ゲート式）講座を定期的に開催中。講座受講後は、資格認定試験を受けるこ
とが可能。

【開催実績】（※2024年９月時点）
〇量子エンジニア（アニーリング式）講座延受講者数 １２００名超
〇量子エンジニア（ゲート式）講座延受講者数 ５００名超
〇量子エンジニア（アニーリング式）資格認定者数 ４０名超

2024年8月より講座内容を拡充。
量子エンジニア講座（アニーリング） エントリーコース量子エンジニア（アニーリング式）講座
量子エンジニア講座（アニーリング） アドバンスコース
量子エンジニア講座（ゲート） エントリーコース量子エンジニア（ゲート式）講座
量子エンジニア講座（ゲート） アドバンスコース
量子ジェネラリスト講座 エントリーコース
（※2024/10 開講予定）

量子ジェネラリスト講座

量子ジェネラリスト講座 アドバンスコース
（※2024/10 開講予定）

リスキリングに対する需要は大きく、国内外の各種団体（地方大学、AI関連協会
等）と連携し、オンラインのみならずオフラインでも量子教育活動を充実させていく予
定。

全３回、資格試験対応 全３回、資格試験対応

全３回、資格試験対応全３回、資格試験対応

全３回、資格試験対応 全３回、資格試験対応

25
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量子資格検定について

26

■資格検定料のご案内■受験方法

詳細は https://www.jqca.org/course.php を参照。

https://www.jqca.org/course.php
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QAI-Zen（動画配信プラットフォーム）のご案内

27
詳細は https://www.qai-zen.com を参照。

https://www.qai-zen.com
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資格認定者

協会主催の講座受講後、試験資格を有する者には順次資格試験を実施中。合格者は協会HPに掲載中。

※協会HP資格認定者一覧画面一部抜粋。
28
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協会員主催・スポンサーイベント

協会員（デジタルソリューション様）が中四国初開催の量子教育チャレンジイベントとして「量子コンピュータの産業応用と人材育成セミ
ナー」を2023年10月6日に開催済。その他、AITech様主催の生成AIハッカソンにスポンサーとして参加予定、四ツ谷ラボ様が東京で2024
年5月に量子アイデアソン開催予定、KAGOYAJAPAN様が関西圏（大阪、京都、兵庫）で2024年6月より量子セミナー開催予定。

その他、複数の協会員主催イベント、ハッカソン、アイデアソン
企画中。

■協会員（デジタルソリューション株
式会社）主催イベント

■協会スポンサーハッカソン

29
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協会員主催量子セミナー開催実績・予定

30
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協会支援量子セミナー開催実績

日程︓2024/9/11,12
時間︓10:00〜16:45
会場︓高度ポリテクセンター（千葉市美浜区若葉3-1-2）
講師︓一般社団法人 日本量子コンピューティング協会
2024/3/1〜 受付開始（予定）

※その他、複数企業研修対応中。

31
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研修サービスのご案内

■研修の目的
・量子コンピューティングの基本原理とそのビジネスへの応用を理解する。
・将来の技術革新に向けて企業の準備を促進する。

■対象者
技術者、研究開発担当者／経営層、戦略立案担当者／IT専門家、システムアーキテクト

■研修プログラム
a. 量子コンピューティング入門

量子物理の基礎／量子コンピュータの原理と構造／量子ビットと古典ビットの違い
b. 量子アルゴリズムとプログラミング

量子アルゴリズムの基礎／量子プログラミング言語の紹介／実践的なプログラミング演習
c. 量子コンピューティングの応用事例

金融、医療、物流などの分野での事例紹介／量子コンピュータの将来的な応用可能性
d. 量子コンピュータの実機体験

実際の量子コンピュータを用いたデモンストレーション／オンラインシミュレータを用いた実習

■研修形式
オンラインセミナーと対面ワークショップの組み合わせ／小グループによるインタラクティブなディスカッション／実践的な演習とケーススタディ

■付加価値サービス
研修後のフォローアップセッション／最新の量子コンピューティング動向の定期的な情報提供

32
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研修サービスのご案内

■基本料金
基本パッケージ: 量子コンピューティングの基礎に関する研修。（例: 1日のセミナーで20万円〜30万円（10〜20名まで））

■応用・発展コース料金
応用コース: 量子アルゴリズムや応用事例に特化した研修。（例: 半日のセッションで15万円〜25万円（10〜20名まで））

■カスタマイズ料金
特別カスタマイズコース: 特定の業界や技術に特化したカスタマイズ研修。（例: 1日のカスタマイズセッションで30万円〜50万円（内容に
応じて変動））

■オンライン研修割引
オンライン形式の場合、対面研修に比べて一定割合の割引を適用。（例: 対面研修価格の80％）

■追加サービス料金
実機操作体験: 実際の量子コンピュータを用いたデモンストレーション。（例: 追加10万円〜20万円）
フォローアップセッション: 研修終了後のサポートや質疑応答。（例: セッションごとに5万円〜10万円）

■グループ割引
大人数のグループでの参加には割引を適用。（例: 20名以上で10%割引）

■長期契約割引
年間契約や複数回の研修プログラム契約には割引を適用。（例: 年間契約で全体の料金から15%割引）

33
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求人のご案内

34
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Freshworksサービス（人材紹介サービス）のご案内

量子・AI業界の発展を加速させるべく、量子・AI技術等の高度な先端IT技術を有する人材と産業界のマッチングサービス（Freshworks
サービス）を2024年3月開始。
求職者（協会員（準会員）、資格検定者、ハッカソン等を通じて囲い込んだ有望な若手等）と求人企業（協会員（本会員））との

マッチングを想定。

〇最高のサポート（経験豊か
な業界担当者がサポート）
Freshworksでは量子業界やAI

業界に詳しいスタッフがお仕事のお手
伝いをいたします。ぜひお気軽にご相
談ください。

〇高度な技術を最高の現場で
自分のスキルを活かす
高度なスキルを活かして快適な仕

事を実現しませんか︖将来性もあり、
これから伸びる業界で働くのはとても
充実する生活への第一歩です。

〇企業と個人を繋ぐ（求職、
求人両方に対応）
量子コンピュータやAIについて企業

側からのニーズ、個人側からのニーズ
両方にお応えします。

35
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Quantum Business Magazine（量子専門メディア）のご案内

Quantum Business Magazineは、量子技術分野の最新動向を迅速に伝える専門メディアで、国内外の量子コンピューティングと量子
通信に関する企業投資、技術革新、業務提携を中心に発信中。投資家向けサービスとしても拡充予定。

各種プランのご案内

個人スタンダードプラン
月払い500円もしくは
年間払い5,400円
・全ての記事へのフルアクセス
・ご契約者のみが利用可能で、
 アカウント共有はできません。

法人プレミアムプラン
年間払い300,000円
・全ての記事へのフルアクセス
・組織内の複数人がアカウントを共有して使用できま
す。

※請求書払いもご利用可能です。請求書払いをご希
望される場合
は enterprise@quantumbusinessmagazi
ne.com までご連絡ください。

 QUANTUM BUSINESS MAGAZINEと共に、量
子革命の最前線に立ちましょう。未来を形作る知識と
洞察を手に入れ、イノベーションの波に乗るチャンスで
す。
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SIP第３期（イノベーション創出基盤）
量子技術の適用による新たなビジネス機会の創出を支援。2025年より地方自治体へ展開。

■Quantum Startup Days 全体構想
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おまけ①︓一般社団法人日本生成AI協会のオンライン講座のご紹介

昨今の生成AI等の技術を支える技術として、量子技術は今後有望な技術で、すなわち、量子技術とAI技術を連携させた取り組みは非
常に重要であるとの判断から、2024年6月6日に一般社団法人日本生成AI協会を設立し、量子業界だけではなくAI業界にも活動領域
を積極的に広げる。

38

2024年11月より、生成ＡＩジェネラリスト講座と生成ＡＩエンジニア講座を開講予定。
量子と生成AIを連動させた講座内容を充実させる予定。
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おまけ②︓「実習で学ぶ生成AIの基本とアプリケーション開発」のご紹介

39

1. 生成AIの基本
（１）LLMの概要と進化
イ．LLM（大規模言語モデル）の登場と影響
ロ．Transformerモデルの革新と活用
（２）自己教師あり学習
イ．Next Token Predictionの基礎
ロ．対照学習によるモデルの最適化
（３）事前学習と追加学習
イ．事前学習による大規模データセットでの学習
ロ．追加学習（ファインチューニング）
（４）強化学習
イ．RLHF（Reinforcement Learning from Human Feedback）
ロ．DPO（Direct Preference Optimization）
（５）生成AIのリスクとガバナンス
イ．生成AIの倫理問題
ロ．著作権、知的財産権の問題

2. 環境設定
（１）Google Colab環境の設定
（２）生成AI （Gemini API）の準備

≪講座内容の概要≫
生成AIは、自然言語処理や画像生成などで急速に進化を遂げており、その活用方法も多様化しています。本講座では、生成AIの基本的な理論からアプ

リケーション開発までをカバーし、Google Colabを活用してGemini APIを用いたニュース翻訳アプリの開発を行います。受講者は、実践を通じてプロンプトエ
ンジニアリングの技術を学び、生成AIを活用したアプリケーション構築の基礎を体験的に習得します。

3. 生成AIを用いたアプリ開発の基本と実践
（１）API動作確認とプロンプトエンジニアリング
イ．Google ColabでGemini APIの動作確認
ロ．プロンプトエンジニアリングの基本と実践
（２）RAG（Retrieval-Augmented Generation）
イ．RAGの仕組みとユースケース
ロ．ナレッジベース、検索システムについて
ハ．ベクトル化とベクトル類似度検索の実践（使用ライブラリ︓gensim, 
itertools, pandas）

4. Google RSSフィードを用いたニュース翻訳アプリの開発
（１）Google RSSフィードからニュースを取得
イ．RSSフィードから取得したデータの解析と整形
（２）Gemini APIでの翻訳実践
（３）システムプロンプトの調整

5. まとめ
（１）質疑応答
（２）訓練コース内容のまとめ
（３）講評・評価
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おまけ③︓RAGサービスのご紹介

40

■RAGサービス


